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ー ニ 五 U 九 •四 


一冨 二づ吳 二、 〇八〇 

一】 二 〇 ご 一、 1110111 一三、 六 ニニ 

一二 八 一-一 一 一九 セ 六 セ 九 

ち空充 ■一一 ご BI 八^ i 二 

立 一二 一一 三 一一 巧 入 四 六 

一 

A 巧帝髮 び！！ シ 7 は R 拥 における 面な を军 ’ 

々巧 帝受び r ; は g 致 外 Qjg なを 季/ 

ク歷 がを をまず 
♦最近の R 字に ょる 


オランダ 
V タリ 1 

日 本 
合ホ闕 

スペイン 


巧を 画ち のせ g 巧な ま 


建 設鬟 i 四 年— でち ii は、？— で おかしと 
r 因* ょる もので ホる •(こ 從襄 菜して ゐた 夫が 護した ため •(二) お昼の 巧が こ 




巧を 固ち の 社を 的な 巧 (單位 千 人】 


ょりみ 巧の 馆麻 女子は 結 おして •峨 
ちを やめた セめ である。 (上 西) 

巧を の お步と 
みモ のみ 巧 

がるに、 お 巧が 间 なにょり •女子 
巧抢 をはち びを ス が 加し •一九 111 八 W 
年には ホモ 巧 働 力 0 不足が を 方面に 
おいてぶ ぜられ ぶこの 理由から •結 
婚 をを 巧 付は 受けつつ ある 女子の 巧 
がを 禁止す る おを は 一九 一一 ー セ 年 十月 
一日に 巧 巧され セ。 その後が 個 巧閒 
に •女子 お獻 をのが はが 例の ない 巧 
さに 連した。 (巧 一八な 面 おを 照) 


S 巧 固ち の话 g 巧が 巧 


^^isi if ホ—、 ii は • I 

,if II (ミ 1」1 が 客 たたろ ( p ^ p 一 








巧を なち お 度の 巧が 

ご 

通 ホは 广巧 力ら 義務的^を つて ゐ る。 巧を の 巧を は】 人の こら サ少 くと も 八 年瞄ホ 巧に 通は をけ 
れば をら をい。 

巧 田 前の が 巧、 (巧稚 困) 

昼は •二な 六 習から 小 巧 巧へ 入キ する 畫 •幼稚 阐へ通 ふこと がで をる。 

を 本 巧 巧 (フ オル クス シ T レ) 




を 本坦巧 (フォルクス シ T ご 



A 小み 巧 (グルント シユ— レ )0 巧を の兒 をは 一人の こらず 小を 巧で 一を のを 本 おちを 受ける。 
小を巧の候業年おはず通四年でぁる。 しかし特に巧がの^^:一^兒をはーーー年の辣擇を了 へたガけで中ホ 
がへ 進入せ しめられる。 . 


B を 本 ホ 巧の 高等科。 兒 S は 小を 巧の 四 個 年の 採 おを 了へ たのち •巧 等 お (ォ— ベル ッュ トゥ 
—フ H } 四 個 年の 辣 程を 受け •又は 中 ホ 巧 (ミ プチ ルシユ I レ) 或は 高等 ホが (へ I ヘレ シユ ー 
レ) に冉 入す る ことが でを る。 基本を 巧の 商 等 巧は 巧 家 全 おを 通じて お按 的と なつて ゐ る。 化し 小 
争 巧が 業 巧 巧の がに モの兒 度の 一を 進んだ がちの ための 巧備 がけ はれた 巧を •例へ ば兒 置が 中 巧 巧 ^ 
叉は 巧を ホ 巧に 入を させられる やろ なおを は 化の おりで をい。 W 

ま 巧が 巧 ホを が* にが 巧す る ことので をめ やぅを おを のは かは、 巧 子と ホ 子は 巧が してが 巧され 
るの がが 通で ある。 

■ 

ぶ 本を 巧の 巧 程を 完了した のち •大抵 〇兒 をはが 業の ための が 育を 受ける。 この 訓巧 巧閒を 通じ 
でち 子は 巧を (レ I ル リング) とを つて •一一 一年 關 一日 何時 M かの 授棠が 巧 はれる 巧 巧 巧 巧 又は 做 お 


8 《ミ* トミ》 ンゾ》 T ミミ ル jink シ T い)， に羣し •特巧 s 樂ミ 及び 季 
の. 一巧 畢 巧を ミ‘ もれる •その 化の 夕は普 巧の isni 學度义 はェぶ ♦おに 巧學ナ る。 互 年の »st 了 
へで 巧 験に 及第 ムホ巧 ホは 一人前の 載 人と しでを を ft 資 供た 獲み ナる • 


中 ■ 巧 《ミツ* ル' ST レ】 

.岳 《で 給爱 々に &ら クとム をい S 巧 一ち SRf A める ことが でを る。 さ こん 兒 
童ら は 十 歳になる とガ 個 年 R 巧の 申 ♦がに 乂學ナ る ことを が 冗され ミ 中 ♦巧では 學才を 且つ 逆 

巧で も f 受らミ 見 童 芝 本爱 Q 曼 S 受ま籌 が 施され ミミれ 育 養を 巧 セを 

は 巧 巧 ••工業 •，ろ 農 雄’！ ぶび§ まに おミ資 f る 地を ぞ ことが でさる。 .女子は 
《マぶ びせ 會 IMiKH'VN る や ミ 的 を ♦ミ。. 中# 巧を SA ょ <卒 業」 た 生 巧 答 

ま 致 こ— へ ご-こ • 《窠、 巧 術 又び！ 8ま專 巧な ま 巧 • W さ 畢ち义 SS 蹇 A 

び昏察 巧め BIKW に乂擊 をが 巧 さ たる* ， • 


ま 《こ— へ ご— こ、 《 業 •巧 街 文び gs 專 巧ぶ ま 巧 w ち 畢ち义 s 》 山林を 及 

び警 » がめ BUHE に 入 ♦を R 巧され る • . ^ < • 


.•’ 一, ••夕 

ぶ A 《ア 々7 パ ウグ干 1 レ】 〇 C の學 巧は 基本 ♦巧 ゼ年放 0學» も ♦了し « 巧を 成* 

- t 巧して •ホ聲 へ 入る Ml を 巧 A 巧 重の ためにで 》 て ゐる學 巧で わる •冉 巧は 巧 年で. まとし で ホ 
T g ♦巧に なつて 巧り* 裴 巧の 巧 童は そこで 上な のな 宵た 受ける。 

B UllliJI ( オ J ぺ ル ツ A I V )か巧^|8 の が等#巧は上»*|^ の ぅち で ま巧ホみ型 で わ る。 《子 
の セめ のな 等 ♦巧は 上紀巧 ♦巧のぅ ちで 最も gw でぁり 且ク最 ♦おが ホく •入學 も おもみい* い 
.修巧 年 吸は 八 年で •六 年 ilo ♦期 括に 生徒は »ホ义 はが ♦とた 擊の 巧れ か を 巧ぷ C . とが ヤ をる。、 •： 
C ま 8 さ 《ギ A ナミ "〇。 ミ ナジ々 A は S 狸 Q 巧 等學霉 •化と S に g 程は 八 年 
扣サ わるが、 ザ リツ ヤ» とブブ ン»の兩# をが かな 目と して ゐる K で 巧 iW* 巧 中の 唯一の もので わ 
•ると い A Q がまた を でもる。 > 

■ . 、 * . 

ホモの ための 上»學 巧は 巧 X 商 iM ■众 (才— ペルツ* — レ) 又は 大 かが (’フ 々ブ バウ ツ * 1 

• 心) でもる •モ の 目的 A び »« は 巧 子 G « lhi がと 植 めて！ R 化しで •るる •户モ ►♦巧の 上 a では 

' 、 
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生徒は おお お ホ 又はな 學の いづれ かを 專 A する ことが で ホる。 \ 
じのを 巧 的 大巧は 一丸 111 八 年 一巧 二十 ホ 日に 围 おか 有 大臣に ょつてな ホされ セ ーつの 法々 にょつ- 
て 補足され てるる •モの 巧々 はみ 學 巧の 巧 巧を 現れの が 有 的 必妥に 適を する やうに をめ たもので あ 
る。 敎 有のを か 度を 巧 じて 巧 正を ち衡 をな てナ るが 有のを をに 将 則を 里 B がか へられて ゐ る。 巧 子 
の 巧學れ 及び 女子の » ♦巧 上れで ち 巧 a 四時 閒乃ま ス 時間を 度 育に あてて ゐ る。 笑 巧みび を樂わ 
育が が 巧 W 上に 1 ♦を ■かれる やうに なつた。 巧學 年の なをでは 一な 四十 名を 超す ことが でさず’ 

中等 學 巧では 巧じ<1 二十ち ホを 巧 巧と し、 上れ ♦巧では 一組 二十 五名 t 巧 ゆる t とを 巧ない。 W 
巧み キ 巧は！！ W 二 •のを セな で、 その 巧 巧は •巧 子の 公立 學巧 一、 六 八 二な、 女子の なな ♦巧 五 ^ 
八 〇 巧 •巧于 のがな 學 おわ 0 巧 •ホ 子 同、 ー ニ 五が である。 

t れら の# 巧に おけえ 生 巧の 巧* i は 一九 I 一一 か$ において セ ーー ー三、 セ 化 一二ち、 うち 巧 子 四 八 二， 

五ぶ 巧 あ •女子 二 五一、 ニニ おちで 怎 .つた。； 

己れ らの畢 巧に ♦載す る 正 お 貝は さ 一四、 を 0 五ろ ホ 四 •一二 ご ハを V 正 巧 員 W かのを ーブ •一 
か 二を であつ ホ • 

1 化 巧 0 年 十一 巧に 獨ホ が 育大 居は 填 太 巧の 小學 致み び 上な ♦巧の 組 巧が 一九 四 一年な 阵獨 A 











■巧に かける よ n 植 をめ もる ぺ ♦ c とを 巧 L ホを 今を 苗 巧し ち 


画 巧には 二十 巧の 大 ♦と ー ク〇醫 巧 大攀ボ わる •その 所在は ホを の 巧 

一 . 

大 • 去 (一を ミ 年】 
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• I ブ ホル •トルプ (■# 一 


1|ホ4|^ 

」<0 か 
ー セ S 
ー セ 011 
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■ *•11 

ガこ 18 
ご •五一 お 
二， ー セ 化 
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日 セ 因で 田 五-ミホ お ホ ミ 化で をを 至 
一 セニ 〇 凸八ガ 五六 八 一を 予 心-ち 
化 〇 二 +： か 凸人お セ 九 ホ かほ 夕大 セ 
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ミ 0 セ 


一、 巧 ホ 田 
二‘ 1. セタ 
お 五己 


デュ： ル I フ s 莫學は 一九 一二 五 年に 博 女れ お 典の かを が 可され ち 

H ••技 

妾 •建 《その 化定 巧學 のみ 部門は 3 太 畢の踩 巧に を まかて ミい • C をの ♦巧 あび 
一聊 ナる學 巧は エ藝學 巧で お 巧され る •巧 & には 十一 一一の エタ ホ 巧が わり •そのが 在は々 の 
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'レス クサ 
y ナブ t 
，ル A 文タ ブト 


一九 5、 

一九 〇 四 

一空 一六 


一三 カホ 
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•トレス デ y 
グ ブ . t ブ 
< y / 、 ブ A ル 
々ルみ スル 1 A 

I A ン へ y 

シユ义 ヴト ダルト 
サ ィ ，ソ ナ 
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一 C5 
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一入 二 入 
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一、 〇 五】 
呈か 二 
化】】 

ホム ハ】 

】• 々か 二 
セ 化 セ 
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W 下搞 ぐる 篇學 巧は 巧 學义は 美が 0 巧る が 門で 巧に 巧 巧に 專門 化して ゐる學 巧で ある •それらの 
學 iK で 巧 はれる 巧 業 oiuK はみ 大 ♦又は ェ巧學 坟で巧 はれる ものと 同 巧で ホる • 
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レ ホ I ぺソ 錶 乘學な (い 才—ぺ y 】 
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ー セ 六 五 
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w 巧 業學な 

が 菜 巧 巧 (T ベル スワ ル ご 
巧 菜を 巧ごン "ミ ユン. チ こ 
巧 巧を 巧 (夕 1 ラ ご) 

C 巧 育 《 巧 

固 あ K 靑學巧 (ベルリン】 


一 当 一〇 

一八 六 八 
一入 三 ハ 


九 己 
お 六 


5 ぞ樂巧 お 

再 化 昔 おな 育 おか 含を 樂巧巧 
巧 化を 巧 巧 巧 
パ ー デ. ンを樂 巧 巧 
因な 巧 巧を 巧 
田な 巧 窠单化 . 


(ベルリン】 

(ペル リン】 

(カル ルス 凡 J *) 

(ヶ ご】 

(ライプ チ ツヒ) 
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田 化を 樂を巧 
田 立ち 榮巧化 


(ケ ご】 

(ライプ チ ツヒ) 


(ミュンヘン】 

(シ ュツ ブトボ ル' 

(ワイプ 1 ル】 

(ヴ ュルブ プル ヒ 


巧 化を 巧を 院 

ゲユ ルッチ ム ベル ヒ音樂 51 •巧 

巧 ホ 巧 樂學巧 

曲 化を 榮巧お 
■ 

■ 

^ 巧 巧 巧 巧. 

巧 巧 巧 巧 
巧窠 巧が 
商を 巧 巧 
じン デンプ ル グ拉巧 巧 度 化さ 巧 巧 巧 巧 

巧 乗を 一巧 

經巧 及び 巧 業の あらゆる 養は 轻巧革 巧 ミ ドクトル •デル •ヴイ ル トシヤ フツヴ イブセン シヤ 
フ テン) の學 位を お 巧す る。 


(ペル リン】 

(ケ— ニ ヒスべ ルヒ 
(ライプ チ ツヒ) 
ュ— ルンペル ヒ) 
(々イン ナ) 


F 美 巧 《 巧 
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美術 學 R - 
面 ホ 美術 學 K 

で デ vil 妾 巧な 
呈長巧 術 巧！！ まな 

m 學 一時 

グ * ル y チ Ay ルビ 美 ホ學篇 

ミ •お i * •馬* 寞巧 


(•へ ルリ こ 

(•トンス デ y ) 

(プ ユッ セル ドル ブ) 
(々ルル； |ホ】 
(ブイ プチ ツヒ】 

(《 ュ y へ y 】 

(シ ュツ ブトボむ 卜) 

(7 イマ I こ 


の お 


i 「 ic 」 与 i 置 らうと ナる 者 

け ら 《•，一— つた® ち • gi i 年— を* ける。 
己れ 力 巧つ たちとは とる， i が ミ t •塞イ 裏 — には 師 |ぉ 


'►をそけたのち， お丰學巧；|^1|<堯5^巧るたゎの巧»を巧けをけれぱならゎ。 これで一切が巧了ナ 




- - - - 二な 今の 兵 巧に 巧す るが •半年 D 
にがくなければ—。 これ—た〇ち， 整菱で 51—けミ 
ミヵが つた ♦とはと る べ*お が一 f る •基 イ菱 .石 f & るには 師霎巧 i 一？ のな 

古 fc そけ たのち •塞丰 ホな 巧 巧る セ わの 巧 » を 巧け なけれ ぱ ならね。 これで 一切が 堯了ナ 
& ので わるが • し 基本 ♦巧 W ぶの ♦がが 員に をる には •師範 學 巧の 敎 宵を 一個 年 聞 そけ た 上で 大 
擊に 通は をければ ホら た •こ 0 ための 大畢 のが 柱は 一一 一巧 年を 巧す る。 


. 1 义己八 年には、 W 化 公# 巧の 敎ち數 は？ 一ー ニ ハ • ゴー〇〇 人 •ホ 巧 八、 巧 00 人で わ々， そのが 
のん ホ 著は 巧 子 四ち 萬 人、 ホ 子 一一 一ち 九十 萬 人であった •これらの 公學 巧のは かに •公學 巧と 巧 一巧 
巧の ♦巧を おける がな ホ 巧が 巧 お 《《あ ツ ちその 生 巧た は 111 ち セ 九 一一 圣 、な 員 化は 一、 五を 一 
ホであった。 


3 

3 


一 か 一一 一 五— 立 巧 年の みが 巧 巧 月 巧に おける 巧沒學 生め 巧 萬セ卞 あの 痛んだ！！ 巧は ホの か* ♦ので 
も々 — 一 
ニニ •五 00 を 


入 •五 〇〇 お， 
セ •五 0§ 


■一一 •歡 ■•藥 S 

<ム 爱 度び 葵* 爱 A 

法 4： 家 度び K 毎 者 






禹巧宿 含の 
を ミ 白る 巧 


な 5 



巧を 巧 年 宿を 


t の發ま 力して ゐ る。 をれ ゼ 

けでは なく •ナベて 
の 巧を 靑 少年ち かは 
年々 一 间づク 営を 的 
お 燕を 受けて おり' 

年々 加入す るを の お 
は 百 二十 巧 人に 速し W 
てゐ る。 巧を を闽巧 •； 
中の 巧 子ぶ び 女子の 
化 巧の ために， 一 ご 巧 
人な 上の 留師が 公衆 
巧 お 省に ょってを 命 
されて ゐる〇 

「宿 年 宿を おを」 





は 巧 巧し 巧るな 舍二千 t ♦つて 巧り •ー ホ ーー ー八 年には 巧 人 A 八 •セニ 0、 お s 】 人と いふ ♦數 の 靑 
年が C れらの 宿を にお おした •こ は 巧を なかの サ巧 中の 靑年 お舍 の 宿泊を なを をれ した ♦の 
ょ， 八な な 上* 多い。 

7 こ イブ > イ y スト 

巧 ••仕 

. / 、 

一九 一ー ニー： 年* では V 巧な の 巧 か 奉仕は ザ. 二の 大規 巧な 曲 巧みび 百の 小規巧 £ 巧から 巧る ♦數の 
函巧 及び >0 仕事と & つて ゐた〇 しかみ に】 ホ吉 一二 年な をは 「« 巧 巧 « 奉仕 田」 (フ ブイ ヴイ •ル 々 
—ダア •アルバ イブ デイン-スト) といん V つのち 犬を な 織と & クセ •その 巧 一九 ミ お 年 六 巧に 「 J 
巧 巧 S 牽仕ホ 令」 が 巧 巧 さかて、 £の« 巧 伯 |» 巧 巧た る 巧 巧の ものと たつた。 この 法律は 十八 K 

な 上 一ぶ 妥畫 Q * らミ巧 お 人 靑寞ミ S 為 Q # 仕を 規 を」 たも Q でぁ ミ 

「 IT ま 巧 « ホ 化」 は 「 W お 巧 «# 巧者」 S ン K タン チン. ヒ r ルルが ま宰 して ゐ る。. 

一丸 ゴ妄丄 二 六-年 曲に 巧！ i 華^の が* 貝は その 常な 巧 巧を たちを 含めて、 二十 萬 人で ぁつたが • 
一允 S 化 案には ゴ不 五萬ゴ ー千一 音 允 十 《人を 算ナ るに まつち み 巧 働を 化 おはめ 二ち 人のを か 
ら巧ク てゐる •.一九 3 丸年乂 巧) 日には •さク い- 4 をが 巧を を ■に 千と ちた 專 した • 
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一九 ミを 丄- 一六 •年 抑に 巧 働 華^の が藥 貝は その 常任 巧 巧を たちを をめ て > 二十 萬 人で あつたが • - 
1 A 3 化 毒には 一二 十五 萬 111 千 二百 ホ 十六 人を 算す るに まつを み 巧 働 ホな おはを 一ち 人のを か 
ら巧ク てゐる •.一九 ゴー 尤年乂 巧 一日には •さク い A おが 巧&を 《 に 千 セち を 專 した • 

一九 一一 一 化 年の 中* には •「女子 巧 働 ホた」 函 ちの 數が •それを 本 巧と する » 人 指 巧 ザら たを めて 
云 巧， 六 セ 0 人で わつ たが • t わ數は 一丸 四 〇 年 四月 一日に 十 萬 人に 增 かした •み 宿舍 には 約 四十 
五 人の 女子 靑 年が 居り、 を 舍〇數 は 一九 巧 0 年 セ 巧 一日には 二 千を ザした。 

巧 病 奉 化の 化 ♦は-農業 •林 ち 農げ. 巧 住 巧 業 •灌 巧が ス巧澤 及び お* 地 D ® jr . 巧 岸 おひ 
の 主 地の やば 海中に 度 入した ものた 回な する 工事 •農 ホ 又は 林 ホ 上の 目的の セめ わな おの 違 巧 •化 
穫 がの 乎！ r あらゆる 夫 巧 持に おける# 巧な どで わる • 

を W 巧が それにょ クで A た そけ' 又 推-人 それから 個人的 剌 空を 巧く る ことのた いこ© 巧 業の 巧 W 
然 セる 巧 巧 的が 巧 fc 則と して、 この 辜 ホは あらゆる 靑 年に* の 曲ち 巧 ♦についで な 議 を 巧め させ* ^ 
旦ク これに 劣る ととた C 巧# 巧々 に 巧す る 巧い# なを 巧 さ ホる こょを 目的と して 巧 はれて ゐ る。 

.ホ 子 巧« ホ 仕の 化 ♦ち 巧！ SQ ま 靡かに ♦數 の お 族 t 巧 ナる巧 巧たち のま 巧を！！ 试 し、 むからの 
快活な 手 助 fc なすこと t 目 ざして 仕 狙 ホれ たもので わる •夕子 靑 年たち は 農 おの 妻たち とともに 併 
*サ« み •かかわと 夕 入れ •ち や R をの 乎 入 t ナる •彼等は 又 巧 « たちが 日* の 雑 » をがず る わ ひ 
< •巧 巧たち の巧俩を 里 •ホた 巧 巧— の 乎傳 を ナ るので ある • 


lW 片ン Kt 、 . r / 


• 

£ 法 3 


巧 育 及び 巧 おがは 夕大の 注意が はら はれ、 その 促進のを めに 宜额 のをが をが からま 拍 されて ゐ 
る。 を おを 統合し •て ゐる親 曲 推は 『困 おお 育が 盟』 (ナチ オ ナル ソチ アリス チッツ ャ— •ライ ヒス 
プント •フユー ル こ フイべ スユ —ブン ダン) と稱 し. を 脚の 旋育 俱樂部 あび 阐 班の 聯合 おで ある。 
全曲には 合計 十五 巧の お育围 おが あり •おお， おお •お 巧 •送な •锭 巧， 摇巧 •氷樹 等に 使用 さ 1 
でゐるが巧は合計八お九千巧ザ方ャードをおぇてゐる。 热おにおする關むのが加は. 留お巧におけ 
る艇ち 魏爭を 加を の おが 一九 一一 一二 年の 百 五十 お 人から 一九 一 ごわ 年の 六 百 巧 人に お 加した とい ふ專貴 
にょつ て 判が と 示されて ゐ る。 を イ イブを 通じて 年々 を 種の おおに 活 潑に參 加し ゐる をの おは 二 
千 萬 人を 下らない。 ' 

『困 巧 柏 ザ 巧 巧』 この 聯盟は ホの 十五 部 (フ ァッ ハエ ムダ ー) に而 分され てゐる — 

(一】 はお 及びち 巧 巧 かおが. 



ク 


ご 一 ご 陸上 巧技 

(四】 送 巧みが 巧 巧 - 

(五】 水み 

(六} 更を按 •レスリング をび 柔道 
(セ】 が 巧 
(八) 劇通 

<■ 九) ブイ J ルド •ホッケ イ 

CIO) 庭 巧 
* ここな 巧 

こ 二】 カマー巧 巧 

A 1 1 二) ホ上ス ヶート 及び 口， ブ ー • ， 

こ 巧】 K キ 1 
A 1 五一 肖は 巧 


K ゲ— 


『困* 度 巧 货坦』 はちに ホの 十一が が (ブ アツ ハフ ユルぺ ソデ】 を 網 巧して ゐる — 

二】 3 プト 




三 一】 モ 1 > 1 • a グト JIMl • 

ご ミ- ハイ* ソグミ 

《巧】 を山^ 

《ち) 自ま S 

パ ♦ミ \ 

ミー Klim 

《セー、' 巧手 ミ 

< 入】 ゴルフ 3^ 

-(か) がプ •文 リ I イング ミ (巧】 

(一〇) 卓 811 、.- . 

《一一) アマ チユ T « 球 

、 . 

• •，化ぶ 

\ . 

一 义 一ニ ゴ ー年 か 巧 二十 二日に 『田み 文化が』 (ブイ ヒス クルプ— ル々 A メル/のが 投 が巧閣 にょつ 
で採擇 された • / > 

『文化 巧， 一の 目的は、 ド イブ 文化 生 巧の わら ゆるが 門の な 力を 巧 班し 且つ ド イブ 巧 索の 幸 W のた 



めにつく ナ备巧 門の 事 巧に でさる だけ 沒 巧を わたへ る 



义巧局 


巧が 島 

富‘ 祭 忌 
■ • 

美斯扇 

映画 息 


めにつく すみが 巧の# 巧に でさる だけな 巧を あたへ る 
ことでわる。 は巧大臣ダブべル ス»丈は『田||^{^化 
局 J Q を 曲ぞで わる。 

上 0 をは 『■家 文化 馬』 の 構 巧を 画 巧す る 1 

ラジ ホ 

巧る 0 あらゆる 度 送 巧は ブイ ヒス ルン ト フンク ゲゼ 
ルル シ卞 ブト 《W 家 ラジオな 送 巧 會‘) のか 下にが 一 さ 
れてゐ る •そのを 術 的 か 業は 巧 包 大臣の 管下に* して 
ゐる •放を 事業に が 辜して ゐる 1 切の 人 a は ブイ ヒス 
ルン トク ンク 々 A タル 《M 家ブ ジオ ♦!! 所) の會 員で 
も ミ 

ブ をグブ A はみ 致 ま 巧が 巧 自に巧 巧して 良り •一 化 


『文化 巧 J' の 目的は、 ド イプ 文化 生 巧の わら ゆるが 門の な 力を 保涅し 且つ ドイツち ホの 幸 WQ た 


が 








.11 一八 JHKQ た & ブ "グブ ^は* 時 曲に. 算曲ナ ると 八 八 •在 一二 一時 柏で ゎクを •放を Q « 目 則ち々 ♦ 
，は 左のと はり 1 - 


A 象音樂 
M 演 

ft な 
み 年度 學巧 


ホ 田 ，〇餐 
セ *5 

ゴ ー i 》 

11 T ガ》 


モ ♦普樂 
■tt . .な 
玲事 g R 

二 A - K 


ち 6》 

S こ 亥 

11 •か％ 

19四》 


RA 巧 致《& 泛 局は そのれ gQ 數た 一九 一言 幸の 1 一一から ー ホ ーニ 化 年の 一八に 增 加し、 巧 日 のれを 
時 麻た 二時历 から M かか 柏 K ♦かした • C の » 建の が呆 • 獨 みの 放 巧は 义值〇 巧 巧 化を 裝 C を 巧 
巧して 世 ホ や QW を 地 城へ g 巧 A ； 巧 ひ 得る やぅに & つち 

一义 HO 年 ガ貞】 包には ヴルブ ブンド 度び グン ナプヒ 巧が プ & ツヤ t ホむ 巧みを 國 .を 巧 t て 一 
H 、 四 ミ ー •一田 二 豪 0* 巧# が もつ ホ ••まとして • A 巧の 恰 巧を •フォルクス H * プ フェン ガ| 
受 巧ぶ の ♦文 K ょつて 入口 一す 人に；# ナ る* ホ 者 S は 一窒呈 年に HA を國 たを じて 六 《人で わ 
ク たのが •一九 曲 OJHr 六 a には 大 iW (領主！！ ホ A の 巧 A ) た g じて 一六 一人に 增 大したが •この 
ち！ I&Q ♦韻 城 〇ブジ 方み 布の « 度が 化 ザ々 ると いん 事 貪に か.^ は 夕&〜 n 巧し 


0 


c 4 J — タ ジ る i レ ぶ 5 K ホ 日 夕&<| —巧 し 


た ♦» で >る* 


ナチみ は • wl « にが クで « おの 基 ♦敎に する •巧し 围 家は いづれ のな 會 とん か 則に 提携し 
左い •巧 敎菱か ミ SS 度 S 蔓は • 11去£ い T 支待& 受けた と两ミ •度府 おを の 中 
から 巧な 補巧識 を與 へられで 4 ま 巧され でゐる • t みがな 補 巧 金 « は-化 ミホ 年に 一 值二千 八 
肯 •，ィ ヒス マルクに のげ。 た • 

• ■ 

とれら S 望 Q はかに 府 は去規 s 《 s 堇 tv •年拍 五 ミィた； ルタに のげ る敎 
会* stK 會 のために 會 A から 振な して ゐる •こ 〇軟 入は、 巧# み 自の 申せに* とづ ♦，みな 會に 》 
し V 納 がされる 金11 に ホつ で* み g 會へ巧 率 的に々 ぉされる- 

人口 九 千 巧 だ 萬を » ナる大 f ィブ 《ポ ，へ ミア 及び ♦ブ ヴィア のが 度 巧を も 併 古た 巧が) 巧に おけ 
る* ♦なみ 0會.の 1 か ゴ完— 巧 oiHIi の 會ち〇 ぅち* 四千ち ち 萬 人は 巧 敎巧夕 でも リ .か 持 力 巧 
# は 田 千 八ち 萬 人で わつ ホ • 

■ 

ー ミ！ 一二 年を 一九 ni 乂年巧 S に、 二ち セ 十累敎 ； と 一号 手 S ミ會が g 《されち 



B w li n 


今日 巧な 曲 巧で 巧 巧され でゐ るち 力 日刊 幫を列 ♦すれば々 の やうを ものである 1 


* — . 

ブ ♦ブ シヤ- ••ぺ ホ パブ ハタ— 

ベ ルリ ー ナア •モ ゲル ンボ スト 

♦へ ルリ 1 ナ •アイ ルルス トリ ー ル チ， 

ナ ハトア 々 K ガ ー ぺ 

グ玉 スト ド イブ チヤ 1 •ベ ホ パブ ハタ 1 
べルリーナア* ロト々ルアソツアイガー 
パ A プ成 ガブ • T ソツア イボ 1 
ナチ ホナ ー ルツ アイト サンダ 

タブ イネ •ブ ホル クス ツ アイト ウツク 

• - 

♦イブ ブイ ボア • / イエ KiK •ナ ハリブ ナソ 
ハ A ブル ポア •ブレム プデ プブ ブト 
方 プ •ブン グリ ブブ 


0 0 0 

ベルリン 及， ユ y f y 
ベルリン 
ベルリン 
ケルン 
•ヘルリン 
ハム プル グ 
» ヴセ y 
か イン ナ 
ブイ プチ ヴヒ 
ハム プル グ 
ペルリ y 


六 ゴー〇、 

巧 巧 入 
ミニ 五 
二 巧 六 
ニニ ニ 
一六 九 
•一六 八 
三 ハ 与 
】 五 五 

二丟 

ごち 


厳 

セ セ 六 
巧 八 ご 一 

空 毛 

二 五一 

呈 ミー 

六 ニニ 

ちち 
08 
セ 三 ハ 
08 
セ 0 田 


A ♦ブ シ卞— •ぺ ♦バグ ハ 


サ 




一二、 ホ 〇二 


44 ••• 



::夕 


し 一 i 


ブ H A ♦ブ シ卞- 
ブブ y ク 'ブ A 夕- 


-ぺ ♦パブ ハタ— 

- y 本 ブルア シグ アイ ガ 1 


サ 




A .. 


1 、.- 


/ イ » K ナ •ナ ハリフ ナン 

•トイ プチ 玉 • 7 みゲザ イネ • ヴァ イ トウ y # 
ブ 9 ンクブ A 夕 I J ブ 7 イト サシ > 


ブブン ダフ ホト • 
'クイン ナ 

ベ ルリ y 


V 


ブブ y ク ブル ト •マイ y 


一ー ニ、 ホ 0 二 
1 〇 九、 ホ 六 八 
八 0、 五 巧 一二 
セ 九、 一一 巧 
セ 六、 五 入 二 

一九 己 か 年 田 巧 現を】 


な' 




一^ ドし 


•••が 


窒 I 蚕社會 施設 

巧 巧 K 沒 

ドイッの 巧 業 又は 工業に 從 事して 居る 人は ホく 『巧 働 松が®』 (ドイッチュ - T •ル パイ ッフ 《 ン 
卜) にお ナ る。 をの 曲 員 かは 今日 二卞巧 人を 巧 適して ゐ る。 『巧が 戰 線』 の お 梁を は ロベルト •ブ 
イ巧 平で ある。 

『巧 饭截 が』 は# てを 在し セニ 百 十六の 夕化 組を を巧收 して， その代り としで 生れた ものである 0 
その 業 巧は、 をての 巧® 化合 下に おける 種々 をる 化 態と 今日 行 はれて ゐる ところの ものと を お 比し 
て 見る と •もつ ともよく 卿る。 ながは をな 的に 不 ホの 氣が なれて ゐ たおみ，, をは】 萬 云 千な 上 
にわかれ てゐ て、 巧を 挿しので をめ のを や •罷業 •巧 化な どが 巧々 と 巧 はれて ゐ た。 

今日では 貧 お 表が 化* セ 千に す ダナ、 法を M がは 巧 確に をめ られ ，拔を さしので をぬ 約を のかは 
りに を ほぶ 本卒 •化 上 巧に よる 巧 保 率 等が をめ られた •階な 闲爭 や. 巧 業 > 巧 巧 等は なみ， 巧 社は 


ょく お 巧され て， あらゆる 事件が 巧 止されて ゐる〇 




が. 


ょく 巧 巧され て、 あらゆる 事件が 巧 止されて ゐる〇 

r 技 « 力 巧』 運 》 

■ . 

『巧 お 秘 線』 と 巧 接を 巧 係の ある この 運 巧の 目的は •巧 化を の 就 働 中 及び 巧 做 時 巧を の 福 社を を 
i して ゐ る-ものである。 餘 暇に 對 する その 活かは. 休暇 •遇 末 及び 休日のを 部に わたつて 巧 はれ 
る。 巧 働を の 文化的な 巧樂 をが をして ゐた 一切の 障 おはが おされた。 今日 ドィッの 巧の おは •當巧 
のこと.；； U して 化 巧し セり •が 場 や巧樂 をへ 巧つ たりして ゐ る。 

この 組 給は 一九 一一 一八 に 一四 四 •四 0 OQ 惟し を 巧 ひ、 季萬人 堂 Q 人* が 農し ち I 九ゴ I 
九 年 一巧な 降 六 巧までに 一一ち 一一 一四 〇 の 催しを 巧 ひ、 一一 一二 JQ ち 九 五 四 人が 農し ち この 
はか この 運が のま 倘 にか ^ る お 脚は 四 巧 八 千 巧 公 巧され て •二 千 二ち ま 人が 巧が し， 映を は 四 巧 
セ 千间上 おされて •瓦ち 五十 巧 人が それを 巧 巧した。 

め モー ーーち の 工場 お* をを 111 百 巧 人な 上の 人人が 觀 唐し、 自 かを 道路 等の 工事に たづ さはつた 十八 
巧 の 人 A が备種 S 特を 受け、 また わ蠢モ 人が 陸雙 はお 上 周遊 寶忆參 加し ち 

巧技の ホ 面では 畐 S 上 S 巧が 一九 一一 一四 年 こ Q かた 巧は た それに 二 千 百 巧 人が 參加 しち 




- 

-IT - •, 
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海水 巧 場 だけで もち 十五 萬乂〇 人* が！ Wc 的 か 養の «會 を 得た* これらの 償し は巧モ 五ち 人な 上© 
IHg にょって® ♦ぶれた* 

技巧 ホ ハ イキ ググを 含む 化 a 巧 ♦のた 織は 大* なな 度 fc と ザた々 一を 一画 ザな 巧 ノ ルゥ ユイ， 
.ポルト ポ* •マ デイブ •アゾ レス 辞* •イク リアスび 化が アフリカに 巧って すら、 をけ 四百 五十 回 
W よの 用が が 巧 はれ、 巧 巧 十 萬 人が 己れ にみ かした。 『巧 « RSI 』 は その 自 的で ホ おのが 洋 おを 巧 
用した が-その 中の 四 « は 自らの 所 巧 る もので わる •芭 上では 十 萬 巧が 上の 巧 お 巧 行が 巧は 
'れ ，'みかを の 延人 風は 《但 去な たち 巧サ巧 行は 一ニ ニ、 OOQ 巧に 巧 はれて J 一音 萬 人が 上が そ 
れ にみ かした。' これら 小な 巧の 個人に 巧す る 費 巧は 巧め て巧廉 ホら しめられた。 • 

巧 S が 冊 巧， に 巧 はれる SS # の！！ 化の セめ の 巧 歓喜 力 巧 JS 巧のを 巧は 『巧 のの ち』 (ツユ— ン 
; 《イト •デア ，アルバイト) といん ホで かられて ゐる •さ 巧 かの ホ巧义 巧の 巧 はれた 件 おはみ 
わみ々 でもる- fv 工場 二萬吉 千、 食を 度び な 樂が等 一 萬 ホモ， 巧を をび 巧み 空 一 萬 置 千 •供樂 
.巧 な産 千 二ち、 道 か 場 二 千 二ち •巧 巧に おける 巧 化ち ちの 化 善され たおは 一一 一千 六 百ち である。 巧な 
改善 通 巧には あ 千 のれ 落が みかし ち 

一丸' 一一 一四' を « に 5?^ る 5 » 力な J .« 巧の た AQ おを 化は •巧 ホみ び おお ♦をが かして 九モ « 


ミ 度ろ を^は か 尻 8 Q 襄 iam に ま 空ら れた 含は 一 军ち萬 クイ ヒス， 


•，•巧"? 


一九' 一二 四 乐が隹 に 一一: る 力な J . 違の のた わの なま 化は、 巧 ホみ びを お > を がかして 九 千 g 


スィ t ; ル ♦KKQS •ミは か 同 8 Q 襄崔に ま 空ら れ セ— は 二 千ち 5 ィヒ スマ 
が， をが 巧した。 

も《 • / 

「ヴィン ダ— ヒル フス ヴ エルク」 と稱 ホら れる 化の 事 巧は をが 巧を をの ホが をで 巧 はれ、 か 巧な 
る！！ 病の 巧 f も R 巧がない •その 巧 一の 目的は 巧 人の 巧な t 该 けで •目立 自 おの 人たら しめる こ 
i でもる • CSQ おを ホむ る 人 SQ 葦-減み しで* ミとは を mu 擎 る。 

をれに，^わ、4^らナ， 曾でのホ巧とか、 巧巧^ を齢その他の巧のず能のため、 一 時の巧助をが巧 

A - 

A ずる 人* がな 人 か！！ いこと とては ない • 

C の畜忆 ぉける？ K Q 業 ！ S は •冀 存在したい か—* S 忆 比較」 て* S 《がして ゐミ 
ミ ま S ちか どれ 管 心 ミで わるを ぃ A ミは、’ 『み 期 かを？ におち# 巧され た ホ 
のをな 巧を 一音す れぱ 容易に « 解で A る 1 


資 に 春* られた gw 金 



ホ 期な 濟 ■業に よる 救！！ 人 貝 r 巧せ 巧 W 人) 

一九 II ニニ 年より 一九 一二 八 年までの 五 旧年 閒にネ 巧 お 巧 ホ 
菜に ぞ附 せられた 巧 巧は 十九な ライ ヒス マルク。 



巧 巧 マルク 

一九 壁 ri 2 五八 •一一 二八 • 0 巧 一 
一九 一二 四-一一 呈 一 云 ハち 四 二ち 四 八ち 
• '一九 111 五— 一一 一六 一二 六阳 •四 九九 •一二 八 セ 

•一聖 一六-一 II セ 四 一ち 一 五 0 、 ち 1111 
一を 一ー セ— 11 K 四 一八、 ク八 、一一 100 
- 1 を 一一入丄 完 五六 六、 歷 一一 •四へ 二 

一九 II 一平 内 0 六 0 二、 五 ocy 〇〇〇 W 

巧 



窠四巧 巧 濟 

農典- 

ナチ ス政 巧は 農義 におす る覇 Q 生命 S. 菅 十を S 了、 養 ss 並に 鬟的 巧涕 

あび ぞ をのた めの 徹底的な 手段を 諸 じた。 一九 一二 一二 年 セ 巧 十四日に 一つの 法律が 宵 施され， 中央 か 
府 よそ I てよ つて 闲 巧のを 妍を 管轄す る ことにな つ セ。 一九 一二 一一 一年 九月 二十 九日の ラィ ヒス ユルプ 
ホフ ゲゼ ッッ とお せられる 『化 巧を を 法』 は 二十 乃 お 一一 一る 巧 かの 耕地を ちす るを 家の 巧半數 のが 巧 
的 巧び 姑を 的 身分を 規定した。 そのを 律は、 十分に が 律が 化ち 宜つ秩 巧 おし < 管理され る ことが 先 
か條 件で あるから •耕地 巧ち ザは を 倚の ために ± 地を をはれ セり 收 巧が 差 巧ら れセ りする ことのな 
いやぅ に規 をし セ。 ま セ， を 耕の ± 地は 分割され る ことを く、 巧を をが おちし 又は 主 地の 巧 巧に よ 
つて 選を された 唯一 人の が搏 ぞが受 i ’ つぎ、 をの ± が におす る 一切の の 争は 特別が 判が でが 巧 せら 
るべき ことを 規 をし セ • - 


列 




大 ドイツ (s Q 8 用孟 Q 會 a は 八モ喜 二十 K 義 ミした が •そ Q 中©- 巧 四％ すなは 
ち 五 千 五夏寨 は# 作 S 」 た完で f ーニーー 另す 養ち 二. 千 八 夏 需は肇 望び 放 蓋. 
で 乏ちモ Q はか Q 盖は塞 ■•夫 巧 巧 お 妾に あてられ 至？ あつち 
最もぶ 愛な f おは 巧— 及び 囊巧 で、 それ •それ 巧 か 地の 巧〇% あび ニニ％ をぶ めて ゐ る。 そ 
のか かち 一四％ が a 巧 Q 生産に わで を •雾 •を团 をに か 用され てるる？ 

.ド イプを 人口の 一二％ は夕ら 農を まとし でゐ るが、 を 貧 おが 窒 中のを 業 雲を の ホは 二 九％ で 
>ろ.を乂口のわーー芬の 一 は ^田さナなはち乂ロニ‘モ孚の堯に居せしてゐるので’ を人乏 • ^ 
一二 分 0 二は が 巧 居住を と 見て 肋を ひは ない • - 巧 

( 5 ? ミ •す スト リア (オ スト マルク】、 ズ T テン ランド、 メ ，イ ル， ツ ドを さむが •巧 ド イプ W 

束 SSIS 州 (♦ K-* ■ガウ*) はを t ない • ' 

- 

• B 個 年 か 塞 

まぶ Qft {ザ- 3 ミ お 一を 一 |一 一一 年忆舅 3 れ をら 「還 年が さは f お 雲 爱琵迈 の 

•ミされ ホの ぢ廣 美しで しま はれる や ミ 軍なる 應お丢 と 見る •へ f のでは ない •それは 一 s ' 


就 働 着 « Q 上 » . «« 的 か « として 企 心ら れ たも 

一千 邑 瓦. 卜 * 巧芭二 f 旨 —、 ► • • I I 


の 上 g 

千 百 五十 萬 力ま 二 千ち 萬 人 


lassi お 曲驗！ 

庶圈 

陋酵 


麵 g 的 かぶとして 企てられ たも 
ので、 その 目的は を お 巧 拽稱を 
'最大 能 辛のを 巧に 逆す る やぅ 策 
巧し、 ホ も 生が 的な 巧 巧 巧の 解 
巧の セめ にを 曲 民の 巧 力と ホ 巧 
を 巧 巧す る ことで をる。 

巧 一み 「四 お 年れ 畫」 にと ク 
て さぅ いふ 巧 短は ホ 業の が 巧と 
'ド イプを 楽の 巧 巧で わった。 比 
巧 的な 巧阳に •六ち 巧の 失 ま ド 
イプ 人が 巧 ま ホ しめられた 〇大 
規 填た 么共慧 策 エホが お 可され 
た •世 巧に を 巧い ライ ヒス アウ 
，ト パ— ネンべ 田 « 自動を 巧) •大 


新 tt g 及びな 巧 


が の. ■•■ル ク . 150 力 お I の 化 マルク 




一九 11111 一年—】 化 一ニ セ 年までの 

» 濟始 g S 



規模を せを 建築， を お •工場な どの 建設 
が 念 逆 且つ おけさ まに 巧 はれた。 この 巧 
大を巧 展に對 ナる闽 家のを 格は 一九 一ー ニー ー 
年から 111 五 年までに 百 二十 二 僚 ラィ ヒス 
マルクを 算 して ゐ る。 

第一み 「四 個 年 計 藍」 はおに 農業を 完 
全を 荒 ほから 救つ た。 「物産 局」 が 新が W 
され、 その 「巿場 法令」 にょつて 操を あ 7 
び酪業 産物の お 給と お 格が 規定され ホ • 

一を された 憤 格は 農民に 對 レて その 生產 
におす る 正規の 報酬を 保 誰した。 かくの 
かく •巧を おした 個人的 思 おの 排給 によ 
つて •を お 巧は あえず 商 化する 巧 巧の 巧 
害を が 巧から 保 謀され セ。 


を 業 生産 Q 强化忆 ょつ て 《入を 品に 巧す る ドイツ S 存 はが 忆 征服され セ。 二の 巧 力 Q 結 おは々 
み 生產か 字に ょつ て 巧 示されで ゐる • 



搜業 生を の强 化に よつ て 《入を おに 掛 する ドイツの 巧存 はがに 征服され た。 この 巧 力 0 繁はホ 
わ 生産 傲 字に よって 明示され でゐる • 



廣鈴巧 
が 10^ 
化 ち 

パタ - 


-化云 己 巧 

度 

Bl 、 ち 一、 吕〇 


画を II 八 年 

ほ 

五气を 气呂〇 


八、 ま 二、 吕 D U、 癸 roo 】 


き、 I 暑、 呂〇 
一九 一一 一二 年 
己 ホ‘ 君 0 


呈> さ、 呂〇 
一九 111 セ 年 

巧 ir 呂〇 


一九 一一 一六 年に 立案され たを 一み 「四 個 
年 計 宝」 は、 でを る だけの 外部の せ 巧 か 
の お 巧 的な 化を 資現 する やぅに 寬 施され 
セ。 

ヒ^ラ I 大巧が は 第二み 「四 個 年 計 
査」 の 指 巧を ヘルマン. ゲー リング 元帥 
に 巧し を。 ゲ— リングは をち におつ のを 


…巧 



-夕な 中み を 貝 貧た つ < つた。 それは ( 1 】 f イブの おお 品 生産*. ごこな 巧 品拓お •ご】 j ) 巧が* 
(巧】 農 巧 生を、 《五) « 格概 が^ 巧る をち# でぁつ を。 

夕 一み 「岩 年； t さ Q 奚 sg は慧 原料 Q 生産に みける 充 大ミ增 加で* つたと 云つ てよ 

4 らぅ •化 ホエ 巧は の 組 巧から 巧る 新 ♦ル ス •ゥ— ル •フ アイ パ— (人工 毛 巧巧啤 一の S 
.をを «途 さ ホ 且つ 巧 善した • W な 方面では ホ宙の 合ぶ おが (ガソリン 尊) の お 法を ホを してを 巧の 
巧に 巧し •をれ によつ で大規 « の 生まが 閣抬 され 得る' に 至つ セ〇 それだけでは をく，】 九 一一 一八 年に 
はが ホ 輪 入され てゐた 巧な ゴ A の 約 一二々 Q 1 (お ニモ ニ百 萬 力 至 八 千 八な K ブイ ヒス マルク)- がブ 
ナ (合 巧ゴ A い によ 0 て 代用 まれる やゥ にを 0 た •ド イブの 粗おゴ A を喬巧 巧は】 九 一ー ニー ー年の ニモ 
五ち 十 K ブイ ヒス マルタから 一九 ゴー わ 年の 巧 モ六百 I 军萬 ライ ヒス マルクに ザ 抓して ゐセ〇 巧に々 
.去 イン (が 素】 を エホ 巧 巧 巧と しス巧 巧 する 方 巧が 巧 巧され、 今日では それが が數の おみの なおに 
用 ゐられ でゐる •鐵銷 H ホは を お 力を かして 作 巧し セ だけでは & く •モの 規« を讀大 さへ した。 ち 
みの 生產は 一丸 一一' 一二 年の 一 值四巧 セ 十 萬 トンから 1 化 j 二八 年の】 な八モ 五ち 八十 萬 トンに ザ かし 》 
、主た n — 久 KQ 生産は ホ* 凤 巧に 成け る 一千 化 宣| 十 巧 トンから 四千 I 一号 一十？ ンに增 加し ち 
4 .丸 云 二 年の蔓 巧 望 Hmi 十八 萬 一 ち トンで 堇 たれが 一九 ミ 八 年には 一千 八 巧 李 ゴー ミて 

，を..。.‘ iv - >1-, ソ、 ’ ： * / 

式 夕 . み ■ C .，、'■人' 一 

-;.v 、 ' ' ■ . • - - • 

A 丫， 一.'.' ， ‘ . • • 、 ツ に增 みし •历玲 に 巧 W へ タルト r •スサ— ル)、 

» 1 社 公生 巧ぶ セ？ 一を 千； かを 罕譬 八で 


• 56 • 


ク 


9 


s 


y に 4 かし •巧 時が 巧 n (クルト r • K チ— ル)、 
公を 巧ぶ セち 十一!! 五モ |f- ン かを？ ミ 巧 八萬卜 
♦にみ かした* 

塞 ♦袋 窒囊 • IsgualQB 窒勇が 

從 巧々 へられて ろた •ょり！ i かに ♦い 巧^のを る 
ごとが 明か に^れた 。主 壌は が 巧 准 f れでゐ を 
ょ々 を！* 績を多 かに ホんで るる C i が* 足された 
Ci でもる。 

V ♦數 QiM： は ド-^ ブ H 巧に々 ける み 巧な 巧 巧の 
生産 方 巧で 多大の 巧 サわ朽 はれた C とを 巧 示ナる 
♦めでみ る • 

、 

/ « 濟 的、 鶴、 

• 、 

ナチ K 技巧が J ホ ー言 一年に R 植 をが 0 ホ i » 


% 




因 巧には 里 大を諸 問 屈が 巧 巧し •失業を の 結を はお 六ち 萬を おぇて ゐ セ。 ナチ ス を 巧の 化 巧の 巧 巧 
は 置 年祕 にこの お 字が 梗 めて 少い胺 に 巧みし を 事 巧に ょつて 判が するとと がで をる。 1 人 巧らず 
の ドィッ人 巧のを に 働く 椎 利を 巧證 し、 县つ絕 ぇず 生活の 水準を 改善 するとい^ 目標に 向つての ホ 
脏 のがい ホみ が 進められた。 丟 建築 上 Q 諸 計 壁， 就中 续 道’ 暑 单路 、公共 建築物 及ぴ隻 の 建 
於 計 金は この 巧 巧 巧 業のぅ ちに ぁつて 主 霞を 役割を 演じた。 個人 企 おはか 府 のち 巧に をの 信 鞠を 示 
し •がつて これらの 主 木 ま 業に ょつて 利を を 受けを 。巧 巧は お化され 》 購買 かと 巧 巧は をの 結 巧と 
して ホ 大した。 上 も 傾向の 若干の 表示は ホの 表を 一見 すれば 判る。 この 五 個 年陆に 或る 工業が をの 
生産 能力を 特に 髙 めた ことが 規 めら れるゼ らぅ。 をの 中には お 巧 (わ 0%) •人絹 (一二 九％)、 
织巧〇 二 0%) 、 アルミニゥム S セ 四％)、 ス云ブ エル ルゥ オル ごスセ 五％) か ぁる。 

, f - 
巧 巧を 巧す 比が 巧ず.’ 

• ハ 時 記せね 昭ウ巧 ドイツを 寬 ホぶ 一九 S11 一年— 一九 三 九 年* 「年」 は 一年間の » 

を 「巧」 は 毎月の やちを 現は す】 
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(な I 巧を • 2 一 か 己 セ！ 吉八 年。 3 一九 吉八 — 111 か 年】 
ぉ 巧’ 

(巧 化ち 巧卜 •ン】 (年) 一〇 九 •セ 

= I クス 

r 巧 位ち 巧 トン】 へ 年】 一二 •二 
亞 巧 . 

(巧 位 百 巧 トン) (年) 二三 ハ •八 

« 巧 

(巧な 十 化キ曰 ワット： K 巧】. 二 五 •七 - 

巧 巧 

(巧 化ち 巧 トン) (年) 五 •二 四 

巧 巧 

(巧 化ち 离 トン】 (年) セ •四 九 
お が 


一九 一ニ ホ 年 


五 


一八 六 •二 
四 ご r •五 
一九 五 -〇 
五 五 -〇 
】 ： 五 


ニ ミ •二 






巧 


同 


同 


一六 •二 
一二 •八 
1 八 •四 


巧 一 •六 
巧 - 三.】 


✓ 




• •V 


が 


*«• 


-(# 位 千 トン】 (年) お 0 .へ 

7 ル 3 二々 ム 

(巧な 千 トン) (年】 一八 . 111 

レイ ■ン 

(巧 位 千 トン】- (年〕 二八. < 

ステ*- ブル •ファイバ I (スフ】 

.(# 位 千 トン) (年〕 四 6 
おな 方面のを 巧 

■ 

由 家 化. 入 

舞け 巧} 受 異 •丑 

れ 巧が 

、阐あ 及 地方 巧 •巧は/ :. 

■产巧 K づィ ヒス マルク】 (が) 六. 八 
/ 四月よ リ吉 ぶまで 、 

貯 おお 巧 巧を 

な？？？ パイ) (年 ぉぞ】 】 クミ 


一艾 一ろ 
二 S 6 

六 五 -ol 
一五五ろ 


ち ー ホ S 1 六 •セ 


七 化 •七 


ー セ •セ 


一 ご 二 •か 五 


セ 四 1 


二 0 六' 


一ニ ニ •巧 


が 






I 




C 1935 年の 诚 6 十 僚 プル ク のを 目 上の 解 貢 カ ミ; 占ま ミを 
巧の 巧 おと 巧 瞬 するとき 72.3 十な マルクの 巧 巧 的 巧员 力を 
もら はすこと を 示す） 


撃な 

十 ルク 




I -ィ‘ 巧 2 fl がな 巧 が 巧 1 れ 6 • 您, ，ミ 皆 

ご 《 巧み W 巧 .7 な •なが ,0 巧な 巧 7 


巧 買 力に 現 はれた 
ドイツ 西ち 巧 巧の が扣 


》» 7# W リ U け 



A れ 



( it け? バィ) (ザ あぞ】 一ろ •ミ ーー ーニ •か 五 










な 


め ，を (ち 11 K 八 一 一九 署 6 ニー ー四！. 

ラジオ 受な 巧’ . • 
(巧 位ち お这〕 (年废 が】 四 二 一二 化ろ 九 a ニニ •セー . 

.. ^ 本 巧 巧 まを 巧 ェお國 お 位 ， 

. .•(お 產 巧を 養と せる もの】- - • 

名 •ゾ 年’ '一は 三せ 一二せ- 巧は 
お お 一望 一八 ホ幽 巧 画 ド イブ ソ嘛 
お お 一空 一八 ドィツ 'r 口 •いア .キ アブが ハン ガリ— 
お- 曲 1 を 三 八 ザ國 ソ蹄 グ エネズ エラ イラン 

， 巧 0 一を 一八 米闽 ドイツ ソ箭 •巧闽 
巧 S 一九 一二 八 ホ 国‘' •トイ ツ、 ソ蹄 巧闽 
おな をみ 一九 一ニ セ ホ闽 ドィツ ツ蹄 巧图 
‘锅 一九 一一 宅 米团 チリ— it ィブ 化が ロ デ シア 
巧 » 一を 一毛 ホ國 ペル T ドイツ、 •カナ グ 
巧 一を 二 七 ホ留 巧. 拥 タネ シ n , カナ グ 


T , 

シ 

卫ス 

巧 

の 

一 

夕 

ク 

ム 


を 

% 

A 

- 

ホ 

国 

卜 • 
イ 

ブ 


卜’ 

ブ 

ホ 

國 


'ノ 

が 

力 

ナ 

グ 


巧 

巧 

y 

巧 

» 

• 


、 T ル， こウム ーを 一八 ド イプ，' 
コ (コ， トク クス エス 巧の) i セ 米国 

巧 换 一を 石 ブ ランス 
加里 肥 巧 一空 ー セ ドイッ 
が 巧 一九 111 セ- ホ闽 

ト ー ザス •スラッグ ー九 一一 一七 .ドイッ 

おな ま お 一空 ー セ ドイッ 
を 力 一聖 ー セ ホ 画 
人 - お 一を 一八' ホ闯 
义 プ ーを 二八 ，ド-イッ 
化を 木が パルプ 】 ホ ーニ セ ホ闽 
没が 木材 パルプ - 一九 一ニ セ カナ グ 
巧 一九. 111 セ -ホ國 
が ‘巧 一を ち ホ 巧 


ホ 画 ■カナ グ ソ が’ 

ド イブ .ソが 巧 巧 
ド イブ - ペル ギ I 巧 巧 . 
フランス ホ闽 披巧 
ドイツ 巧朗 ツが 

フランス ベル ギ ー ルク セム プ A グ 
日本 イタリア カナ X 
ドイツ. ソが 々ナ グ， 
日本 ドイツ . お阁 
日本 イ タリ’、 巧围 
スウ エデン 芬巧 ドイツ 
ホ國 ドイツ スウ エデン 
カナ**^ ドイツ 芬期 
ドイツ カナ グ 巧 曲 





が… 


巧 大工 業 田な な 

ホ 田 卜 •イダ 巧团 及フブ y ス 
正 ホを 巧 巧ぶ による 



f ド イツエ 巧の »沒 めか 位 

i 

四 大工 業 巧 順化 

ナチ ス經巧 政 巧の-一 結 おとして 一九 一一 111 一年な 來 巧は 
れた 工業 生産の 急速な お 加は > その ぁらゆる 部門に お 
ける 全 龍 力 的 生産を 誘起し セ だけでは なく •ド イツエ - 
業を して 往年の お洲 における 優越せ る 地 化を 回 巧し 旦 W 
つ强 化する を おしめ セ。 をれ だけでは なく， ド イツエ 
業は 米 困の 工業 生産 竟に 一を 接近して を セ。 

ドイツの 教か 通商 

ド イプの 勤 か 通 巧は 世 巧を 拽 にょって ぞ しく 脚蒂さ 
れ •一九 111111 年に 完 をな 巧 巧に 津 した。 一九二 九 年 か 

* - ■ 

. ら 一九！ 一二三 年までに > ド イブの 

f ^ 5 お 的は 一一 一一. 0 四 二十な マルク 






IjiiniHiB 

国 画 画 国 口誦^^画 I 

mmr 

瓶 r 


idl 


响 圏 面 

片 VU 叩 ■ 

^ lU •-*••■- 1 ム . ,• • 
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ドイツのを 月 の 具る 

(巧 位 百 萬 マルク） 


ら 一九 nini 年までに •ド ィプの 
お 曲は 一一 一一 -0 四 二十が マルク 
から 四 •セ 五一 十谊 マルクに 楠 
おし セが、 それが 一九 111 四 年に 
は 四 • 0 六 〇十锥 マルクと いふ 
を 低 おにを 下しを。 その 時な 
來 •数字は 一九 111 セ 年まで 》 徐 
•>< と 併し 確を に 上昇を つづけ 
た。 一九 一二 五 年に 四 •一六 二十 
谊 マルクと いふ 衛少 をが 加を ホ 
し セ ド ィブの がが はを 11! 六 年に 
の 十億 マルクを が 得し、 一九 111 
七 年には 一随 五. わ 八 八十 お マ 
ルク にが 加して 一年 關に二 四％ 




f 


の增 加を をげ’ 一九 一一 一二 年 Q おが 鞠 五 •セ單 億 マルクを をい ホが， •一九 一二 八 年には も 三 雲 • 

六 一ー マが クに 後退した。 . 

輸入は 一九 S 四 年 ろら 一一 一六 年まで ほぼ 同 水が にと どまり、 年額 四. • 0 八 八十 據 マルク カ 至 四 •ニー 
八 五十 雙ル ク忆 & つたが •一を 一 I セ 年ち 主と」 了 食 蠢料累 S 愛大養 人が 行 はれた お 

呆 • so % を 端して、 五 二 11 セ 五十 憤 マルクに 山つ セ。 - '» 
ドイツの おか 巧 巧 -K 巧 


(巧闽 をの みのお 宇 〇おォ ー スト VI 通商を お <0) 


■化 百 萬 マルク 

ホ ニ八 年 
九 二 九 年 
化ゴ 1 一一 一年 
九 111 四 年 
化 一二 五 年 
九 11 M ハ 年 
九 111 セ 年 


1 一二、 わ 六 九 
二う 二 巧ぶ 
の、 二 〇一' 
四， 四 五一 
四 • 一 五 九 
四' 二 一八 
五、 巧 六 八 


八 五】 
〇 四 二 
八 セ ー 
一六 七 
二 七 〇 
七 六 八 


パランス 

一、 九 一入 賊 

二 91 惑 

六 六 セ お 
二八 巧が 
一二 超 
五 五 0 超 
四 四 111 超 
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五 四 六 八 ち 九 一一 留看 


を 巧 

% 

%. 

ドイツ わ 道 おは 巧 通 省 (ライヒ スフ H ルケ— ルス ミ ー-ステ リウ A 】 が これを が 巧して ゐ る。】 九 
31 九 年には、 舊 ド， イツ、 オ スト マルク (才— スト リア) •ズ デ— テン ランド 及び メ— メルが 方を 合 
はせ て 六 四、 四 ー セキ P の 革 道が 開通し を" ■„ 

目 巧 車な 用の 新 道路の 建設は 一九 年に 閒始 され セ。 をの 計を は總 延長 八モ セち 哩の自 おを 路 
を撞設 する にあ ク た。 一九 一一 一八 年末には 千 九 百 十五 哩が 完成し， 殘 りの 部分は 工事中で あつた。 そ 
の 後年々 一千 キ 《 づ つの 完成を 見て ゐ る。 を 線 道路の 發 達は 自赖ぞ 運輸のを 大を靖 加を お来し， を 
れに應 じて、 咱 か 巧 装 造の が 大を來 した。 • 

內隆 水路の 緒 延長は スモ 九 百哩に 及んで ゐ る。 巧 陸 水運 餘の 一轉 機と をつ たものは 「巧 陸大 運 
抑」 (ミツ テル ラント. カナ ル) の閒 通で ある。 t の大 運河は ドイツの 東が あび 西が 水路 系統の 大 
ホな 連絡を 完 巧し セ も P である。 東部に おける 最も 重要な 運河の 1 つは、 上部 シレジアの 錢 及び お 
巧 産地を 才— デル 巧に のぞんで ゐる n I ゼ ルで ホき な 巧 陸運 河系が と巧烙 して ゐス アドルフ •ヒト . 
ブ I 通 巧で ある。. 目下 閒投 中の オ ー デル == ダ S ユ I ブ運 河は、 ド イプの 東部と バルカン 諸 園を 結ぶ 


•••がむ • 



大 水路のを 成な 閒 となる だら ク。 

ま 襄を巧 巧 お 港で 巧 卸されを 貨物 
の 數是は 一九 S 八 年の】 巧な 降 九 個 
巧閒に 一億 一一 一千 四を 巧 巧に 法し、 一 
九 •一二 一二 年の 同巧閒 における をょり 九 
五％ を增赖 して ゐ る。 

语信诺 詰は 巧な で 「巧 巧を」 (ラ 

イ ヒス ポスト ミ |ー スチ リウ A ) が 賢 
巧して ゐる〇 - 

自巧 単と モ—ク I サイクルの 生産 
かは 一九 一一 一二 年の 十 巧 六 千 « から】 
九 一一 一八 年の 六十 八 巧 五 千 « にが ホし 
たが •一九 一一 一义 をには 巧 巧 一一 j 十：：！ ま 
での 半年 間に 己 十九 巧！！ 一とい ふ おし 


い 巧が 巧 工場に ょつ で® 巧され た • 
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でに 句 与な に I 三寸 力 さ 8 といぶ 彩し 


いなが 巧 工場に よつ で おる された。 ’ 、 

ホ 運..、 

「 B イド おを 錄」 によれば •一九 一 ご 九 年に おける ドイツの 商船の 雄 トンが は 四百 巧 十九 萬 ゴー モト 
ン とい ふこ.^ になつ てゐ る。 これは ー ホ ーニ 八 年より 二十 四 巧九モ トンの が 加を 感味 する。 ヴユル サ， 
イユ條 めが 僅かに 巧 十 セ 巧 トンのを 船を ド イプに もた. せた 事ち におみ ると を、 この 總 トン かは 更に 
魚舆 にがす る。 - 

勇 

一九 一一 一八 年閒に ドイツ 諸 准で 巧 卸された 巧 物の 巧を は 六 千 四百 萬 トンで •ぅち 四千 六百离 トンは 
バルチ ツク巧 择の諸 港で 巧 卸され セ ものでぁる。 •ト イツ S 巧 事業は 奠 通商のを が 的 おはが 態に 
照し をはせ て 比 巧 的 庭げ 化 巧を 維持し セ。 ド イブの お 淮で巧 卸され セを ホの 商品が トン 化は 一九 己 

七 年 一 5 莫個巧 s 四千 百 李九卜 y を 一を 一一 八 年 Q 同 巧に おける 四 壬 ハ 夏.*. ンと いふ 配 

巧 水が にの ぽ つた。 




71 


♦け 



も ; ad70 iOOO 

がん の 21 1 P 25 


ドイツの 商船; 喊 

お 化 吾 方卜 V 



h 


ドイツ 巧 巧の 致 巧 

(ー ホ ニ 九 年 一月 I か 月を 一 00 として 

一ぶ ょりかぶ* で】 > 

促 運 商品 一里 mil 一を 一毛 一九 一二 八‘ 
おお 諸 推 八 四、 1 九 八' •一二 一〇 セ •一 
•ハル チック 諸 お 八 四 •九 1111111 •一 一一 二八 •二 
計'、 八 四 Mil 10 五 •巧 一一 一二 •四 
なお 運裕 一.0 一三 r 1 四 五 •五 ニ ハ ニ •二 

か ■國速 儀-七 九 •八 九へ •お 10 五 6 

. - 

が を 

商業が さは 職 爭勃發 前約 セ 0 のがを 路を おまして ゐた ドイ 
ブ チェ •ルフトハンザの 莫中 にあって 、ドイツと な洲 の 主 愛 
商 お 中む 巧 や 極東 や 南米 閒の 化を， 巧 巧 物 及び 货物 のが 送に 




ブ チェ •ルフトハンザのを 中に あつて、 ド イブと 欧洲の ま 愛 
商 お 中む 巧 や® 東 や 南米 巧の 巧を •郵巧 物 あび 货 物の 餘 をに 


もたつ てゐ セ。 'こ' 

一九 一二 八 年中 忆ル； 《ンザ QSL'S をは 二十 九 巧 辜を、 小 荷 奠び靈 は 五、 ニ ホ 正、 
六 セ 0 斤’ 養 物は 一二、 一一 一ー ニ セ •六 8 斤で •巧 行 震は なれ ニー、 ガ さ、 四 {30 哩に Q ぽク 


でゐ る" 


ドイツの 航空 薄 業は， 革 用 も 非 馬 用 も •悉く 「が 空 省」 (ライヒ スルフ トフ ア—ル トミ ユ ステ 
を A ) の 指が 下に あり、 が 空 巧は ヘルマン •ダ I リング 元^で ある。 


JhJ 
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.第 蓋 巧 换 

ナチ ス巧 をの 軍な 

• f 

ヒ トラー 總 がの おな 指 巧 下に ある ドイッの 軍 保は 菌軍 •おお あび 空軍の 一一 I つから 巧り なつて ゐ 
•る。 ヴ王ル サイ ユが おにょ つで ドイッの 擧 巧は 兵 十を 人 (版 巧 巧 聞 十二 年) 主辟玲 四千 人 (化 巧 期 
閒二 十五 年) に 制限され セ。 喊 革、 瓦斯ぶ び 重砲は 禁ぜられた 。海軍の 蜡巧 力は み 階が の將巧 I 千 
五 百 人と も】 巧五モ 人の お 力に 制 股され た。 おおは 隨巡洋 巧 八を •巧 巧な 十二を、 水甫お 十二を に 
制 眼され た。 窗水 おは 禁ぜられ > 裝 甲と 材巧 がが 限され を .0 空 ちは 一切 おされな かつた。 

If . ' 

巧 接 か 因が 條わ でめを した 巧が 的 あ巧瞄 小のを おを いさぎょく* 巧し かねて 居る にあたつて、 ヒ 
トラ— 化が はつひに 一 化 S 五 年 己ち 十 巧 日に 苗ち 中の あらゆる 巧 子に 一個 年の 巧な 兵 巧を 巧 化する 
をと をを 音した。 この 兵 巧^は 》 型 年 八月 二十四日に 二 個 年に 巧 度され セ。 新睦 軍は 十二 窜 曲と 
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ラ ー 化が はつひに 一九 s 五 年 一一 一巧 十六 日に 苗 お 中の あらゆる 巧 子に 一個 年の 巧務 おがを 巧 施ナる 
とをを音しを〇この兵巧^は， な年八巧二十四日に二個年に巧ホされた。 新陸をは十二寅曲と 


さ 十六 個 巧兵師 困から 璧 しち 一九 量 年 六月に’ ドイツは 巧 西と 巧 巧 制限が 約を がちし、 をの 
が斯 にょ 0 て ドイツ Q 海軍を 英 S 巧 Q ? y SI 一一 五 含 制限す る t とが 《巧され ち.. 3 かるに 
化の 皇 的な’ トイ ツ海更 S 製は、 委 が’ トイ ツに 封」 て 慕を 寒つ ク おつた ミが まナ去 

す 明白と をる に 及んで 》 一九 一一 一九 年 四 巧に 巧 巧され を® 

「西 壁」 (ウェスト ウオ— ル) 又は 「ジ— クフ リ I ド絲」 も稱 せられる ド イブの ほ 防がは •せを 
大抵な ドイツ QS が盡 愛向ム 側に 構榮 された 7 ラン K Q 「マジノな」 心 面する ドイツ 西が 困 
境を 巧 巧す るた め忆 •一 か 一一 一八 年 五月に 起工され たので ある。 • 


巧 f 一， 


■••す 5’ 一， • 




第々® 

I 化 一二 化 年 巧 重要事項， 

• • 

巧 五 a 化期ル巧べツク乂おぺルヒテスザ^デソにヒトラ^巧がを訪問す• 

•二十置 a ブナ y . リぺソ 本 ロブ プル 巧 一九 吉四牢 の 化 巧 おおの 記を 班 ホに 化 席の た わワル シヤヴ をな 

阳 す。 . 、■ 

=1 巧 十 巧 B ポへ ミアを び モラ ゲイ ア巧 讓 铺の設 ホ。 ス ロゲ アキ ア堀 ホす •」 

♦ 11 十二 B リ トワ ニヤ •メ ー メル 地方を ドイツに な 附 す。 . • 

♦ 乙 十 ~ 白 ナエ ムパご 首が 岐 S に 保 證を與 ふる 席 明を 巧す。 ，- 
去 巧 五 B •ト イツ、 ブト ゲイ ヤ 及び エス トユ ヤと不 おが おめ をが 結す • 

♦ 一一 十 B グン チツヒ 、披お 巧 巧 巧 班 • 

A II 十 UH イタ リヤ ルが チア/伯 ペル 9 ソ にで 巧 伊巧单 i に f す •こ QSiS は 五月 八日に 坦 まされ 
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《さ B — 化 B ユ— ゴス ラゲ イアの パウル 巧窒 のを ま ベルリン 巧 巧 
セ 巧 セ ' B ブルガリア 首 巧 キヨツ セ イワ ノブ、 ペル リンを 訪問す。 イ 
ク ニ十 B ドィツ •ブルガリア 巧 菜 おを。 - 

ク ニ 十三 H ダン チツヒ 整が 巧に 越 巧 お 件 超り、 ダンナ ツヒ のを お官 、が货 人の®? 8 となる。 

< 巧' 一 a 從お グン チツヒ 自由 闽 との 通商 援を 度窠 す。 

♦ 十 _ B 伊 瑪兩闷 か 巧 チアノを リ ペン トロ ツブ •ザルツ プル グ にを 零。 チアノ 伯ナ ，ベル ザルツ 
、 ブル グにヒ トラ-- 緒が を訪閒 す。 .. 

ク 十六 B 奴 销な府 、ドィツ 围巧 及び ス ロゲ アキ ヤ闽 おを す。 

ク 十九 曰おソ なお 通商 倚 用 俺のを 締結す。 

ク II 十 ミ B ソ猫不 を 略 おおさる。 

ク ニ十 己 日 サ I .ネ ゲイル. ヘン グ ，ソン 乂 使を 通じて チェ ム バレンち 巧と ヒトブ ー 巧が との 巧に 文® 
の 交換 行は る。 

ク II 十四 a 他义 おがを フ オルタ ア 、グン チ ツヒ自 曲 巧の 大統領と なる。 

♦ 二十 五 Q 巧が 問 酉のを 法的 解 快に 閒 して 巧 进化統 ょりち 锅乂 化に を 育す。 

♦ 二十 t 日 ヒ トラ ー 化が、 フブン K 首巧グ ラず ェ— とズ 香を 巧 あす。 

♦ 二十 八日 巧 阐乂化 ロンドン り ペル リンに 飛來 し、 孜 M が 巧が ドイツと 協 巧を 開 尚す る ことに 同 ま 



•る* を 巧 巧し、 巧 SI が ドイツと 巧ん 巧には 巧 蘭を 巧 かせんと する 巧 困の お 曲を ド イプ 技 麻に 
申 連す。 

八ち U 1 十 B 巧 蘭の な 助 負。 

♦ 吉十 - a ドィツが 巧 自闽の やかち の 巧 巧を 致 まし* 波篇れ 巧が これを な « せる 居を な 巧て- 

♦ 吉十 - H お 期の な 助な。 

化ち _ H 巧 蘭に おける 霞 S 的始。 

♦ 一 B ’ グ ン ナ ツ ヒ自を田ドイツと の巧研合を^!1<1|呂て 

♦ 5 B 巧闻 及びが 蘭 西、 ドイツに 宜 ©す。 ドイツ 巧ナ エンスト チャウを 占な •」 

♦ 《 B - 夕 ，カウ あんご ベルグち を 

♦ セ B ウエ 文夕 -プブ ツチ 魔て 披 蘭な 巧 ル ごンに 巧ぐ • ； • 

♦ 十 S 庄 現が ブレスト n リト フス ク 到を。 

♦ 十 セ B ヴルシ ャヮを 西 さろ ツ巧 東部 披 M を占學 • 

♦ 二十へ 百 ツ巧隹 巧を び 南 潰 協を 巧る。 - 
十 H _ B ぶ ツ巧ヴ ル シャヮ ぶ 占孽 。披 がの 霎行 的？ •一 • 

♦ E B t 卜 ，，察 ワルシャワを お閱 ず》 ‘： ‘ 

♦ 十 五 曰 巧！！<^か民をのバルナック諸蜗ょりの54©閉怡す。 


十 巧 一一 十一-白 a 巧な 巧な さる • 
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巧 


= 十一 一白！！ がな algs 巧な まる。 

巧 二日 が— ゼンの が (ブイた ス ガウ) 制度 開始 さる • 

2 日な！！ より ドイツ 及び y 巧領內 への ドイツ 及 ぴツ巧 PKfg 小 民族 湯に 閲 する 廣ち巧 化す* 

月 八日 上部シ ンジアとオ1デル巧をぶがすろアドルブ • ヒトブ—お巧巧巧。 オ1デル ."^ユ ユ—プ 
南 巧 連 おの 巧が 工事 巧始 す。. . • 

二十 八 曰 な 巧みび 中立 勘の 游上お 寄 鉛 計 巧 船 ニ セ 化を •合な r 011 か •六 111 五 トン。 ■ド イプの 巧を 
一八 巧、 合け】 二八、 お八 か トン - - . 


第 セ® 

一れ 四 P 巧ぷま 要 事項. 

_ ち 巧 曰へ ル こ •ゲ— リング 元帥の 下に お f れる •トイ ツ戲 時徑讓 磯の 5 ま 巧 さる V 
ク. =1 十日 ナチ ス な 旌巧化 巧 セ 年 記を を 擧行 さる。 ヒ トラ-- 巧規の SSS 。 

ク ー ¥1 日 ド イブ 主ぶ せ 通商 援 のが お。 •： 

三月 II 日 巧げ 通商 接が 結 さろ 

ク 十-曰 ツ巧 通商 禱 のが 結。 、 〇 
ク 十五 B 祐統 ライ 璧に r を齡 年を 計を； 囊 をなず。 

ク • 十 巧 日 お 巧 ドイツ 巧 瓶 アルト マルク 號を ノル々 エ .イの 中 化 海上に で ホ 巧す。 

ク ， 二十 五日 巧 風 か 巧 五 個巧閒 にを 閑 お及びを 闻 抵四畐 十 ホ 巧を 計 一 •>< 1 〇, 一二 一 五を タンを g 
がせる 肯な 表さる。" 

♦ 八日， イプ ナブ ヒ 巧柔閉 かを 


互 巧 十 吉日げ 巧を お傳 をの 巧な。 



がせる 肯な 表さる。 

八-日 ヴ イプ ナツ ヒ巧 f 開かる • 


己 巧 十一 二日 伊 巧が 巧な をの 巧 巧。 

ク 十 セ 日 ウイ ソナ 巧を 巧 巧 かる • - 

♦ 卜へ曰 ヒトブ1*ムプリ，二 とご ネ ル悼 にて痕ス 

♦ II 十日 トッ ト巧 ± 班 家 軍 巧 巧に 巧 命 さる。 > 

巧ち セ 日 ケルン 商 菜巧屏 かる。 、 

♦ 化 日 ドイッ 軍踩デ ソマ， クをび ゾ ルウ ユイを 占領す， . 

♦ 十 セ 曰. ヨゼフ •ゲッベルス 巧 ±> ム九 一三 化— 四 0 年の 「み 期 お 巧な を」 はは 巧 六は 二ち 十 ま マルク 

にの ぼり •前年の 五 僚 六 千 六ち 四十を マルクを をに を 巧せ る 肯を發 ます。 

♦ 二 4 •田 日 巧統 9 ゼフ •テ ルポ ー フェンを/ル ウェイに 巧す る 巧 巧 代表を 具 (ライヒ. コム ミ ッサ， 

ル】 に 巧 命す。 

♦ 11 十 セ 曰 ヒ トラ ー 化が ドイッ •/ ル々 エイ 間の 駐爭が 應を宜 言す。 

フオン.リぺ ント ロッブホ巧の巧我の中で.、巧佛柳な拍が/<^ウ ュイ侵がの辞がな計巧を立て 
てゐ たこと、 ホた その 巧 巧が ドイッ 巧 嫁の 占が によつて 巧に 阻止され た 班が がを なされた* 

E 巧 十日 ホ ー ル 巧 方に 侵入 せんとせ る斯合 諸阐の 計な を 挫 巧せ しむる ため、 •ト イブ 巧は 巧 蘭、 白す 巧 • 
に 進入し 且つ ルク セム プル ダ乂を 巧を 占 巧す。 

♦ 十 S 日白 巧 巧の ェ ベン •玉 ザユ ル耍當 をを 巧せ しむる に當 つて 「巧 街 武器」 巧 g 巧を 指揮せ & 六ち 
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五月 十五 曰 

♦ 二十 I 1 B 

♦ 二十 A 日 
巧ち 旧 曰 

♦ ち 百 

♦ 十 - B 

♦ 十是日 

♦ 十四日 

♦ 十 わ 日 

♦ 十八 日 

♦ 十九 a 

♦ 三十」 日 
♦ 二十 二 B 

♦ 


二十は B 
二十 玄 B 


の W 巧に な 十 宇 巧 巧 ± 章を ヒ トラ— ななより 巧 巧す • ‘ 

諸が ホを 「を 板 的 巧爭」 よりな ふた わに 巧？！ 泌巧 股す • 

グレス ブゥ 巧を ホ 開かる。 •> 

レ ホ ポル ド 王 五十 巧の 白 巧 お 巧 おを ホゐ てが 眠す。 

巧が グン ヶみ クを陷 る。 雙阳巧 人を 巧" - 
巧が ッンム • * , マ 風な 上の 巧を g を爱 表す- 
が を 巧 /A 々エイ •ナル ゲ イクより 撤退す。 ドイッの 同盟 巧と して イタリア ジ 巧す， 

ノル々 エイ 戰爭巧 了す。 

f パリに 入る。 I . 

ペタン 元が プ クン K は 武器を 巧つ るの お 巧な きに まウた 旨を なおす。 

ヒ トラ I 及び A プリ ー ユ 、まユ ー ニブ k に.^ し、 フランスの 化 風を 巧す ことに X を 一を す。 
巧 巧 スト ブヴス プル グに 入る。 

3 ム .ヒ ュ ー * の 巧に て じ ト ブ ー !8^||化巧巧かを プ ラ ン ス 化巧に手交す。 

か»:1^*5^3 ムピ H I K にて巧をさる。 

プブソ * 、イタリアの 巧 かを 受諾す。 

ブ > ンス も！！# as のを B 化 巧 午前】 が 一二 十五み を もって 


日 •♦リシ ヤ、 ド ィブと g y る ち k 薑す • - 
a ST 单巧 W お « 上の 二 A (ジャ I ヴとガ 1 ソ ジ】 をち 巧す • 
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♦ = 十 田 B ブブン スイ タリアの ほ 件を 受 詰す。 

♦’ 二十 五 B ブ > ン K と の お B 肤巧 ザが 】 時 一二 十五 かを 4 つて <8^卞- 
《 a 一一 十八 曰 半 リシ ヤ 、ド イブと gissi 巧を jjilg す • - 

セ 巧 I S 巧ぶ 累な空 Q 15 (ジ T ヴと ザ， ンク】 た 裏て 

ル ー マニア， 巧 巧の SMB をな 窠 す， 

^ 十 セ B バィロイト ミグ 单ホ壽 おで 

♦ 二十 B 通 巧 おを の！。 

♦ 二十 五 B ドイツな 濟巧ワ ルタ I •フンク 博 巧 巧 造を な 氏す。 

巧 巧 主 通 巧 の货 お。 

♦ 二十 セ 目 ミユ I -1 ツヒの ドィツ お 術を な 合 巧 かる。 

八ち 二 B ド イダ、 ユ I ゴス ラヴ 通商 のな お。 . 
♦、一十 - B ケ ー ニ ヒス ペル ヒの 巧ず 巧 乗 巧 巧 かる。 

♦ 十 セ， 日 ドイツ， 巧が 諸を のを i を宜 すす。 ， 

♦ 二十 田 日 ドィツ 西 巧 ホ 巧 化を 停 さ iSS： の 持 結。 •' 

♦- 一一 十五 日 ブィ プチ ツヒ巧 ホ 巧堯ホ 巧 かる。 ， 

♦ 一一 十八 B ド イブ、 イタリア、 ハン ガリ！ •ル ー ぺユ TSW 軸 巧 南 4811 ウイン ナに姑 かる 

ぺブ サブ ピア 居住の K イツ 人 巧を 巧に 曲 卞るソ » 值ち署 ち さる。 

♦ 3 十 a ウイン ナ冲 巧； ル—々 ニア 田 巧の 巧 巧を が 決す。 


化 も- 0 々イン ナがホ 巧 菜 巧 巧 かる* 

ク 巧 曰は 統故 時を 一み 「夕 期を 望舍涅 助の 閱始を 葦。 

ク 十を 日 グル ソ 巧を 商 菜 巧 開かる。 

ク ミ 客 開 我 後 ドイツが 水应 にょつ 5 化' せられた るが 慕 おのが こ 蒼暑卞 まこに まする 旨 
致 表さち 

ク ニ十 わ A ドィツ、 イタリア •日本ー ニ齒 SS が 結 さる。 

十 弓 巧 B ヒト ラ—、 ムソ s ',- 一と プご ネルが に て 

♦ 二十 乙 日 か西闽 巧に てヒ トラ—、 ブブン コと夕 見す。 • • 

ク '二十 凸曰ヒ トラ，： へ タン 巧卽 をび ブゲて ルち 巧と フラ ミに てを 較す • 

ク ニ十 \ 日 ヒ ト ， 1» ム ソ リ ー ニ とフ ロ 1 ン ン ス にて^^^^す。 
h - a- A a ヒ トラ"- » ミユ ー ニツヒ にて ナナス 古を w 貢に 巧說ず 

ク 4, 八曰ヒ トラ 1 •チアノ 伯 及び ラモご セルラ ごス ，ネルと ベル ヒテ スガ— ごに て寢す •‘ 

々 二十日 一基 0 年 か 巧 二十 言に 巧 毫る日 柏が 一二 两援に ハン ガリ， ぶ 盟寸。 

ク ニ十 言 ル： ァ正 まに 一三 留鬟 にがは る。 

♦ 二十四日 ろロゲァキ>^1三苗3|:£に巧巧中《 ‘ 


宾八巧 
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二十 吉曰 ル 々 ニ ア正まに一一香^^に方ロミ 
二十四日 ろロゲアキ^^111屏^£に巧巧ず。 

グ 

第 八® • 

一九 四 I 年を 重要を 巧 

、 

巧 巧 B 巧ッ 通商 巧を 成 ホ。 

月れ 日 おを お アイス ヲン ドを なを 巧。 

二十-曰 巧* 車 プル ザリア 巧內に 進な 閒拉 • 

ち - 日 プル ガリ T , 日 巧が ゴー闻 同 盤に を 巧， 

二 十五 B ユ ー ゴ 1 K ラグ イアも ご一 阁 同盟に 夕巧 V 
二十巧〇 !^^か巧ぺルリン到淸。 

二十 セ B 篇 外が ヒ指 がと—。 ’ 

_二 十一 日 ！ か 巧 口， ザ 到 清。‘ 

巧 一 B が 岡み 巧ムを 巧と 富。 ’ 
五日‘ 巧 巧リ ピアの 巧 地 ベンガジ 占 化 


\ 


句： _ 


巧 曰 
れ日 
■HI 日 


♦ 十五 B 
4 十八 日 
4 II 十八 日 
を 巧 U 1 日 

♦ + B 

♦ 三十日 

♦ 二十四日 

♦ 二十 セ 日 
巧ち 一日 

♦ 二日 
♦ 十四 a 


VIr ユ ー プ ー 不侵格 巧 立 • 

巧 巧、 ユ 1， 术 リシ ャお 巧に お 巧。 

巧 巧 •サロニカ ic© •トラキアの 巧 軍 巧が。 クロ T ナ 5 化を 宜 IT 
巧 巧 •ベルグ ラ ー ド 占が。 - 
日ソ 中ぶ^ 巧 化 巧 巧。 

巧は ュ I ゴ 11 二 地方を 巧 巧に 巧 入 >• 

ユ ー ゴ ー 巧、— に 無が がが 化。 

伊 巧、 巧 巧 3 ルプ 島を 3 ル ブ島占 巧 • • 

がな 巧ス ロゲ ユ ニア 地方を 伊 巧に 巧 入、 ルビ マナと せ 巧。- 
ヘス® SSI 業 巧 « で スコット ブンドへ 巧ぶ. 、.、 

巧 巧ク VI 夕を ホが 開始。 , 
化乂西巧で巧巡巧Rプッド珠巧i^なにl^^;i^まる• 

巧 ビス マルタが 巧 度が にを はれ お 化さる* , 

ダン ー タを a 巧に！# す。 • 
h B 巧と ム伊 ブ) ン本ル 含 見。 

ルホ乂巧巧^ぉょが《^ホ§の巧米黄を巧巧ホ巧を命ミ - 


十五 B クロ ァチ 7、 ゴ围巧 おに 轰‘ 


••• 


が 




巧 


二日 tg がと ムが葛 プレン ネルを を • 

十 冒 ルホ义 統巧赛 お是 巧！ ホ 摩のを ホ 資金が 時 度 巧を 命 ミ* 


十五 B クロアチア， ミ® 巧 おに 夕 ぶ‘ 

十八 日 巧を 巧 巧 « ホ 巧を にぶおを 巧ろ 

二十 二日 巧 》 併 •ル ー マニアな 巧、 ッ货 へち 度 巧を • 

二十 一二 曰 ラト ゲイ ア 》 巧 ニト 四日 ス ロヴア キア •巧 ニトお 日ず 蘭、 间ニ トセ 日 ハン ダリ r , » ツな a 

雲。 - 

ご 十 巧 日 米を 巧ッ 巧へ 助 時ち 巧！ を 巧吿。 

セ 日 ホが 巧 アイスランドに 進 おを 陸。 巧 ツ巧革 同盟 巧な • 

十八 日 巧が スモ レン クスち 領。 

巧 十-日を ソ兩凶 お 立 巧 助を 宣宫， 、 

十四日 チヤ I チル 巧 首が ルネ 大が がと 乂 西が 上で を 巧 •」 

二十た 曰 ヒ化 がと ム 首相 巧 部投お 大本せ でを' 巧。 

巧 十 置 口 巧が 巧で ジプト 進入 • ' 

十た 日 シリア 巧 化宜 言。 ‘ 

十れ 曰 « 巧* H フに入 «• 







心. 撫な訪 ： 疑 謂，： f 遂鸣？ 旷： 

、'.. . . 東な ザ 巧 ！ MIS 田 Ml . 

VrfIr \ . : 义巧ピ * 八か 一 '‘ 
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こすた V • 岭 V i 1 . *J*^*5f S 一 《一】 0\ ' ^ 

ミ.' 广 4:7 i :^>\早.」.'.-//' '、''.、.. v 吏 生か.-', -■ . 
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